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 今年も 10 月 7 日から１週間にわたり、ノ

ーベル賞各分野の受賞者が発表されました。残

念ながら今年は、昨年に続く日本人の受賞とは

なりませんでしたが、作家の村上春樹氏をはじ

め受賞を期待された日本人がいたこともあり、

ワクワクしながら発表を待っていたのは決し

て私だけではなかったと思います。 

 ノーベル賞の最終選考は当日に行われるの

が慣例となっており、公式な候補者というもの

は存在しません。マスコミなどで報道される候

補者は予測によるもので、特にトムソン・ロイ

ターが発表する候補者は、選出基準がユニーク

なこともあり、毎年注目されています。 

 トムソン・ロイターは、学術雑誌の評価指数

として知られる「Impact Factor（インパク

ト・ファクター）」を創出した世界的な情報サ

ービス会社です。Impact Factor は、学術雑

誌の１年間の被引用数をもとに算出されます

が、同社のノーベル賞候補者も Impact 

Factor 同様に、過去 20 年以上にわたる学術

論文の被引用数をもとに、化学、物理学、医学・

生理学、経済学分野の上位 0.1%の研究者の中

から選出されています。同社は選出結果の有力

候補者を「トムソン・ロイター引用栄誉賞」と

して発表しており、今年のノーベル賞のうち、

化学賞、物理学賞、医学・生理学賞、経済学賞

で予測が的中したと報じています。 

 被引用数による学術雑誌の評価は、大学図書

館職員の間では、計量書誌学（ビブリオメトリ

ックス、Bibliometrics）の代表的な手法とし

て知られていますが、他面において、引用まで

のタイムラグがあることや研究分野における

引用行動の違いが考慮されていないなどの問

題点が指摘されており、これらを補完、あるい

は代替する評価手法が求められてきました。そ

うした中で、今日急速に普及しているTwitter

や Facebook などのソーシャルメディアのデ

ータを用い、論文の社会的影響を計ろうとする

「Altmetrics（オルトメトリックス）」と呼ば

れる評価手法が注目されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Altmetrics は、「Alternative Metrics」か 

らの造語で、個々の論文や研究の Twitter や

Facebook などのソーシャルメディアでの言

及数や文献管理サービス Mendelay などの保

存数をリアルタイムに集計し、指標化します。

上の図は、当センターが本年 7 月に公開した

統合検索サービス”PIRKA（ピリカ）"の検索

結果に altmetric.com（左）、ImpactStory（右）

の２つの Altmetrics ツールを試験的に表示し

たものですが、見た目にも非常にカラフルで、

インパクトのある表示となっています。ちなみ

に 左 の altmetric.com の 円 グ ラ フ は 、

「Altmetric ドーナッツ」と呼ばれています。 

 Altmetrics は、誕生間もない評価手法です

が、オープンアクセスメガジャーナルとして知

られるPLoSでいち早く採用されるとともに、

NatureやWileyなど世界の大手商業出版社で

も採用されるなど急速に普及しつつあります。

また、”Ceek.jp Altmetrics”による日本の論

文に対する試行も始まっており、今後ますます

注目されていくものと思います。Altmetrics

の効用や限界については、今後ますますの議論

が必要ですが、図書館司書の一人として、これ

らの議論も含め、その動向に注視していかなけ

ればならないと考えています。 

 








